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沖縄県議会議員

狙いは広く

○…県職員の採用

でスポーツの専門家
の特別枠設置を主張

する中川京貴県議
（自民）。「野球、サッ

カーのキャンプ誘致

を担当することで大
きな効果がある」と

ヽ轟

粛啓露
持論を展開する。県議会2月定例会で
県警の武道採用に空手を含めるよう求
め、「武道経験は警察官の資質、能力を

見極める上で参考にしている＿との答

弁を引き出し「心技体の一致が大切だ」

と意を強くした。高校2年でレスリン
グ国体成年3位の猛者だけに、特別枠
を格闘技全般に広げたい狙いあり。

琉球新報　H23年5月18日

甲
芸
∃
蛋
三
号
墨
二
一

皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
事
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
り
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
、
報
告
書
を
作
成
し
議
会

内
外
の
活
動
状
況
を
　
「
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

三
月
十
一
日
に
我
が
国
に
お
い
て

未
曽
有
の
震
災
は
、
東
日
本
一
帯
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
々
、
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
安
心
な
暮
ら
し
、

元
気
な
笑
顔
を
早
く
取
り
戻
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
義
援
金
を
初
め
物
資

支
援
継
続
を
呼
び
か
け
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
議
会
に
お
い
て
は
、
新
た
な
沖

縄
振
興
計
画
の
延
長
と
一
括
交
付
金

や
県
民
所
得
、
失
業
率
も
全
国
平
均

の
倍
近
く
で
厳
し
い
県
経
済
に
対
応

す
る
た
め
新
制
度
の
特
例
を
国
に
求

め
て
沖
縄
社
会
や
経
済
の
活
性
化
を

図
る
為
の
総
仕
上
げ
の
段
階
に
あ
り
、

国
と
の
協
議
の
大
詰
め
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
基
地
問
題
、
社
会
福

祉
、
教
育
等
に
係
わ
る
諸
問
題
な
ど
、

県
政
に
課
さ
れ
る
課
題
は
尽
き
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
民
が
主
役
の

政
治
活
動
を
基
本
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

米
軍
基
地
問
題
・
道
路
行
政
に
つ
い
て

中
川
　
道
路
は
、
地
域
社
会
で
の
生
活
基

盤
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
で
す
。
中

城
村
泊
浜
原
線
拡
幅
道
路
改
良
事
業
に

つ
い
て

答
弁
　
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
選
択
さ
れ

る
為
に
は
、
村
か
ら
計
画
等
が
提
出
さ
れ
た

時
点
で
、
内
容
を
精
査
し
検
討
。

新
沖
縄
振
興
計
画
と
本
島
東
部
地
域
の

社
会
資
本
設
備
に
つ
い
て

中
川
　
浦
添
・
西
原
線
道
路
整
備
、
西
原

町
小
波
津
川
の
拡
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
平
成
二
十
二
年
度
九
十
五
％
。
平

成
二
十
四
年
度
の
供
用
を
目
指
し
て
い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

中
川
　
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
予
定
件
数
・

予
算
と
今
後
の
取
組
み
は
。

答
弁
　
接
種
費
用
の
九
割
を
助
成
。
負
担

割
合
は
、
国
二
分
の
一
、
市
町
村
二
分
の

一
で
市
町
村
負
担
に
つ
い
て
は
地
方
交

付
税
措
置
さ
れ
る
。
接
種
対
象
者
と
さ
れ

る
中
学
一
年
か
ら
高
校
一
年
の
女
子
は
、

三
万
三
千
六
八
五
人
。
約
五
億
百
四
十
一

位
や
各
種
大
会
成
績
等
、
一
定
の
条
件
を

付
し
た
「
武
道
指
導
区
分
」
枠
。
柔
道
六
名
、

剣
道
六
名
。
（
今
後
空
手
も
含
め
参
考
に

する）
教
育
行
政
に
つ
い
て

中
川
　
資
源
も
産
業
も
少
な
い
沖
縄
県

に
教
育
で
人
的
資
源
を
創
り
、
人
材
育
成

が
将
来
の
沖
縄
県
の
産
業
の
活
性
化
、
豊

か
な
街
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
。
そ
の
受

け
皿
と
し
て
教
員
・
県
職
員
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
枠
で
の
特
別
採
用
・
選
考
採
用
が

で
き
な
い
か
。

中
川
　
選
考
採
用
試
験
に
つ
い
て

教
育
長
　
平
成
二
十
三
年
度
実
施
の
教

員
候
補
選
考
試
験
は
、
受
験
年
齢
制
限
を

四
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
徹
廃
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
判
断
。
量
及
び
質
の
両
面
で

優
れ
た
多
様
な
人
材
、
他
の
職
業
等
で
豊

富
な
経
験
と
技
量
を
持
っ
た
優
秀
な
社

会
人
や
職
業
人
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
臨
任

を
し
て
い
る
指
導
力
の
あ
る
教
員
な
ど
。

中
川
　
ス
ポ
ー
ツ
枠
の
中
で
の
採
用
は

可
能
か
。

教
育
長
　
「
技
能
・
実
績
を
持
つ
物
及
び

指
導
者
の
一
部
試
験
を
免
除
。

万
円
。
二
十
三
年
度
か
ら

全
て
の
市
町
村
で
開
始
。

公
務
員
改
革
に
つ
い
て

中
川
　
県
職
員
に
お
け

る
選
考
採
用
の
実
績
は
。

答
弁
　
獣
医
四
名
。
保

健
師
八
名
で
す
。

中
川
　
警
察
官
に
お
け

る
選
考
採
用
又
は
、
特

別
採
用
の
実
績
は
。

警
察
本
部
長
　
平
成
十

年
度
か
ら
競
争
試
験
で

柔
道
と
剣
道
の
取
得
段



米軍発注工事のボンド枠の拡大（ボン朋：受注相当額の鱒鱒」

私ら．　●ロー　　私
掛鮎軌臥蜘晩恩捌盛診棚
⊂＝名鑑謳梅取払葛脇

※米軍住宅改修工事・落札額と企業

①　9億円・県内　②15億5千万円・県外　③19億円・県外　④19億円・県内　⑤　23億円・県外

⑥128億円・県外　　⑦117億円・県外　　　　⑧180億円・県外　⑨120億円・県外

大きな工事は、すべて県外企業（ゼネコン）に流れている。米軍からの工事の発注は（おもいより予算）ではない。

年間500億円～800億円の工事がある。県内では、最大30億円程度が、参加出来るのが限界。

基地内の住宅改修工事は、1戸建てのアパートのリフォームで、ペンキの塗り替えや内装工事など、技術的に難しい

ものではない。県内企業でも十分対応出来るし、下請け業者もほとんど県内が受けている。

アパート1棟だけでも2千万円程度であるが、米軍は、その工事を600件、700件とまとめて発注してくるため、工事

代金は100億円を越えてくるのが現状である。（2千万円工事×600件＝120億円）

600件～700件とまとまった工事ではなく、100件（20億円）～200件（40億円）と分離・分割発注すれば、県内業者

へ受注することが可能。（仲井眞知事も何度も要請をしている。）

妃骨の・メモl

100億でゼネコンと勝負

沖縄タイムス　H21年12月21日

しかし、今の米軍のシステムでは、実

現をしていない。解決策としては、県

や金融機関企業と一緒に知恵をだし

て取り組まなければならない。

100億円～150億円の県の基金が活

用できれば、県内企業が米軍発注工

事に参加出来る。

★ボンド
＝企業の財務力†金融機関の力l県の基金

ホームページをご覧下さい
http：／／kyouki．jp

中
川
　
災
害
等
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

答
弁
　
沖
縄
県
の
島
喚
県
と
し
て
の

特
殊
性
等
も
勘
案
し
た
対
策
が
今
後

講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
強
く

求
め
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
て
お
り

ます。
中
川
　
新
た
な
沖
縄
振
興
策
に
つ
い
て

答
弁
　
「
沖
縄
2
1
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基

本
計
画
」
で
は
、
「
強
く
し
な
や
か
な

経
済
の
構
築
」
と
「
沖
縄
ら
し
い
優
し

い
社
会
の
構
築
」
を
施
策
展
開
の
基

軸
と
し
て
、
「
沖
縄
2
1
世
紀
ピ
ジ
ョ
ン
」

で
示
さ
れ
た
県
民
が
描
く
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

中
川
　
県
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

答
弁
　
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
は
、

沖
縄
の
置
か
れ
た
4
つ
の
特
殊
事
情

に
か
ん
が
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
県
民
所
得

の
向
上
や
雇
用
の
確
保
、
そ
し
て
離

島
の
振
興
、
戦
後
処
理
問
題
、
基
地
跡

地
な
ど
の
課
題
及
び
ま
だ
残
さ
れ
た

社
会
資
本
の
整
備
、
そ
し
て
産
業
基

盤
の
整
備
等
は
い
ま
だ
完
全
に
は
解

決
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

中
川
　
基
地
問
題
に
つ
い
て

米
軍
が
ト
リ
イ
通
信
施
設
内
の
海

岸
に
造
成
し
た
工
作
物
に
つ
い
て
、

県
は
原
状
回
復
を
求
め
て
い
る
が
、

政
府
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
弁
　
沖
縄
防
衛
局
、
外
務
省
沖
縄

事
務
所
、
在
日
米
陸
軍
基
地
管
理
本

部
に
対
し
、
工
作
物
の
漁
業
活
動
に

影
響
が
な
い
よ
う
撤
去
を
含
め
た
対

応
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

中
川
　
県
内
企
業
の
振
興
に
つ
い
て

答
弁
　
沖
縄
公
庫
の
資
金
繰
り
支
援

策
や
県
制
度
融
資
の
拡
充
強
化
、
沖

縄
県
産
業
振
興
公
社
に
お
け
る
窓
口

相
談
等
を
活
用
し
た
経
営
基
盤
の
強

化
、
あ
る
い
は
景
気
低
迷
の
状
況
に

応
じ
た
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
中
川
　
那
覇
空
港
滑
走
路
の
拡
張
整
備

答
弁
一
日
も
早
い
供
用
開
始
を
目

指
し
、
環
境
ア
セ
ス
の
手
続
終
了
後

に
早
期
事
業
着
手
が
で
き
る
よ
う
、

国
と
連
携
・
協
力
し
て
必
要
な
予
算

の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

中
川
　
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

答
弁
　
商
店
主
や
商
店
街
振
興
組
合

な
ど
の
自
発
的
・
主
体
的
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
商
店
街
の
活
性

化
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
に

対
し
支
援
や
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

中
川
　
台
風
2
号
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

答
弁
　
国
へ
の
災
害
復
旧
申
請
を
早

期
に
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
川
　
第
5
回
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

答
弁
　
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
県
系

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
強
化

し
、
経
済
、
文
化
、
教
育
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
持
続
的
な
交
流
を
図
り
、
「
沖

縄
2
1
世
紀
ピ
ジ
ョ
ン
」
に
う
た
わ
れ

る
「
世
界
に
開
か
れ
た
交
流
と
共
生

の
島
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

中
風
○
…
米
軍
発
注
建
設
工
事
の
制
度
に

つ
い
て
、
超
党
派
で
の
勉
強
会
を
呼
び

か
け
た
中
川
京
貫
県
繊
（
自
民
、
中
頭

都
区
）
。
県
内
の
建
設
業
者
に
と
っ
て

は
、
受
注
相
当
額
の
履
行
保
証
（
ボ
ン

ド
）
が
参
入
の
壁
に
な
る
が
「
ボ
ン
ド

の
担
保
と
し
て
沖
楓
振
興
予
算
や
行
政

基
金
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。
1
0
0

億
円
程
度
あ
れ
ば
、
県
内
業
者
が
ゼ
ネ

コ
ン
と
勝
負
で
き
る
」
と
力
説
。
こ
れ

ま
で
県
が
ボ
ン
ド
の
軽
減
や
分
離
・
分

割
発
注
を
要
諦
し
て
き
た
が
「
実
現
で

き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
今
の
シ
ス

テ
ム
に
ど
う
対
応
す
る
か
が
大
串
。
結

果
を
求
め
て
い
く
」
と
き
っ
ぱ
り
。
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月日 偃X,葵�:�?ｨ頸�

平成22年 10月25日 佇亥ｨ効醜橙�

11月10日 ��c8��(i�ﾈｹ��8ｶ8檠_�ﾙ�橙�

12月10日 ��(ﾈ�.円�橙�

（12月10日～12月22日） 

12月6日 平成23年 1月24日 �4�4�8��X5H487�98��雕���

（自民党・公明党会派） 石垣視察 

（経済労働委員会） 

1月26日 冉ｸ､9;倩ｸ���

（議会運営委員会） 

2月8日 2月16日 �(ﾈ�.円�檠fﾙ:ﾘｼｸ�c8ﾈ�)?ｨ�｢�

（2月8日～3月29日） 

嘉手納基地 

（パラシュートの監視活動） 

3月21日 ��Xｧxｶ8醜5ｨ7�6��ｸ�價ﾙ$(��･��｢�

4月　2日 �8ﾉ?ｩgｹ�Y�ｸﾝ���ｷ陂yZ磯��

（自由民主党本部へ） 

4月　6日 儻亥(ﾊx�冉��5H685h4�8ｲ�

ミ工場視察） 

4月13日 舒�&韋ｸ����%ｹ��yxｮ�&��｢��ｸﾝ�辷��仭8*ｸ����｢�

4月19日 侈y>�ｶY�h蝎E�h-h,ﾉ�ｸﾝ�,�.b�

る影響調査（経済労働委員会） 

4月25日 6月2日 兔Hﾅ)��,�.h.佰�,ｨ���ﾈ馼ﾌﾈ,��

係る不起訴処分（要請） 

台風2号による農作物等被害 

救済について副知事へ要請 

6月6日 6月 亶ｸ�侈y�Y�H�8��8ﾉ?ｩgｹ�Y�ｸﾝ��｢�
・東京・埼玉視察 

沖縄振興　勉強会8要請 

6月15日 6月21日 7月19日 8月2日 佝��ｩ:ﾘ効醜檍雕�����IYs(ﾘh,��

よる県内農家（伊江村・手燭仁村） 

6月定例会（代表質問6／29） 
（6月21日～7月14日） 

座間味村・渡嘉敷村　視察 

（自民党会派） 

台湾視察（沖縄県議会議員団） 
「台湾との相互交流事業」 

8月25日 8月30日 9月12日 �<y$ｨｹ仂i�xﾘx��.�'YmH�｢�

・トリイ工作物　視察 

東京・千葉　視察 

（経済労働委員会） 

台風12号被害を県に 

支援要請 

9月16日 祷ﾈ�.円�檍�祷ﾈ��i?ｨ����ﾈ��9?ｨ�｢�

年　6
納mT「垂保の見える丘jt∃

まI j

M⊥二二＿＿⊥∴⊥エ」七一」⊥L∴∴ir一一“・、・ソ＿二二二∴

Jヲt軍早ユモし牛後

嘉手納統合案　粉砕をめざす住民集会嘉手納基
地の機能強化、爆音激化を許すな　平成23年6月

気仙沼市役所へ与那国島黒糖をはじめ、支援物資を
届け、被害状況を目の当たりにする　平成23年4月

仲井眞知事へ引き上げられる定置網の様子
（網の老朽化等）を訴える（読谷沖）平成23年8月

「不平等な日米地位協定を許さない抗議集会」へ
参加（北中城村）参加　平成23年6月

」＿▲匂わ菌二転　申「

座間味村宮里村長より要望書「座間味港旅客待
合所に屋根付き歩道の整備等を」平成23年7月

をうける　平成23年4月

二　鐘声＿　t

仲井眞知事に対し定置網及びトリイ工作物（石積）の概要
説明をする中川京責（読谷沖）平成23年8月

野党並み？の追及

○…県議当選後初の定

例会で一般雲間に登せし

た中川京貴氏「自民）＝

写真。基地があることで

記者席…芸宗莞害冨警漂
1‾‾ノ■■」■■■‘弁を引き出した上で「何

に使っているのか」とただした。宮城嗣

三総務部長の「学校の防音や基地渉外関

係などもろもろの経費に充当している」

とやや苦しい答弁に「どういう使い方を

しているか、知事はよく調査してほし

い」と畳み掛け、最後は「13億円あれば7

歳以下わ医療費を無料にできる」と提案。
l野党並みゃの追及に執行部もたじたじ。

批空

行革に頭をフル回転

沖縄タイムス　H21年2月7日

過去鮎巴㍍

市町村でも株券発給を

沖縄タイムス　H21年6月13日

記者のメモ
－－ヽ－1■■■■■■

海の牧場実現手応え？

沖縄タイムス　H23年8月30日

「
暮
手
れ
墓
地
の

t
異
な
■
抱
鴨

不．

く

○
…
「
医
寮
、
福
祉
、
教
育
は
優
先

さ
れ
る
べ
き
だ
。
弱
者
を
守
る
の
は
行

政
の
義
務
だ
」
と
訴
え
る
中
川
京
貴
県

議
（
自
民
）
。
県
が
来
年
度
実
施
を
検

討
し
て
い
た
、
重
度
心
身
障
害
者
と
2

歳
ま
で
の
乳
幼
児
の
通
院
費
に
二
部
自

己
負
担
を
求
め
る
制
度
の
白
紙
撤
回
を

求
め
て
い
た
が
、
見
送
ら
れ
た
こ
と
に

胴
を
な
で
下
ろ
す
。
と
同
時
に
、
行
革

の
必
要
性
も
強
調
し
、
「
一
要
求
だ
け
で

県
財
政
は
安
定
し
な
い
。
来
年
度
当
初

予
算
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
」

と
2
月
議
会
へ
向
け
て
準
備
万
端
。
無

駄
を
省
い
て
知
恵
を
出
す
－
と
頭
を
フ

ル
回
転
。

■111、

0
…
「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
業
覇
を

市
町
村
で
も
実
施
し
で
ほ
し
い
叫
と
訴

え
る
中
川
京
★
県
議
（
自
民
・
中
頭
郡

区
）
。
地
方
分
権
に
よ
る
県
の
権
限
委

譲
で
市
町
村
窓
口
で
も
発
給
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
な
く
、
中
部
に
も
旅
券
セ
ン
タ
ー

が
な
い
こ
と
か
ら
「
各
市
町
村
で
実
施

す
れ
ば
、
す
で
に
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
宮

古
、
石
垣
島
以
外
の
離
島
住
民
や
申
請

書
記
入
に
不
慣
れ
な
お
年
寄
り
に
も
盲

ば
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
茶
ヨ
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
だ
」
と
強
調
す
る
。
嘉
手
納
町
議

の
こ
ろ
か
ら
必
要
性
を
強
調
し
て
き
た

長
年
の
公
約
実
現
に
ま
い
進
を
宣
言
。

○
…
読
谷
村
の
大
刑
薫
疋
直
網
を
仲
井

貴
弘
多
知
事
ら
と
視
察
し
た
中
川
東
霊

県
議
（
自
民
、
中
頭
郡
区
）
。
実
は
こ

の
視
察
、
持
論
の
　
「
海
の
牧
場
（
海
運
什

牧
場
）
」
の
実
現
に
向
け
、
知
事
に
現

場
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
思
い
で

発
案
′
〕
定
置
網
で
採
れ
た
大
量
の
魚
を

「
牧
場
」
に
放
し
、
市
場
の
需
要
に
合

わ
せ
て
出
薗
何
す
る
構
想
だ
。
ジ
ン
ベ
エ

ザ
メ
や
り
ヽ
、
「
ガ
メ
を
ダ
イ
バ
ー
に
間
近

で
み
せ
る
観
光
資
源
の
狙
い
も
。
　
「
現

場
主
義
の
知
事
だ
か
ら
一
生
懸
命
見
て

く
れ
た
」
。
知
事
自
ら
網
を
引
く
場
面

も
あ
っ
た
と
い
い
「
理
解
は
深
ま
っ

た
」
と
政
策
実
現
に
手
応
え
？



配車音声のIメ托鶉

知事に方針転換を迫る

沖縄タイムス　H22年2月22日

やじ物ともせず

○…県議会決算特

別委員会の21日、自

民の同僚委員から時
間を譲り受け、通常
の倍の20分間、質疑

した中川東貴氏＝写

真。県の財政難の対
策として、「基地都席者記

道府県と認定してもらい財源措置を求
める」などアイデアを次々に掲げ、県
の認識を確認。基金の財源を別の目的
に使用するなど、少々難しそうな提案
に「無理だ」「もう終わっていいよ」
と、同党の照屋守之氏からやじも飛ん

だが時間を使い切り、満足げ。熱意は
伝わった？

琉球新報H22年10月23日

F⊂；1ヨ　qJ　一■ヽ　「⊂＝

沖縄タイムス　H23年7月1日

く

○
…
「
知
事
は
注
視
し
て
い
る
状
況

で
い
い
の
か
。
閣
議
決
定
後
に
反
対
し

て
間
に
合
う
の
か
」
。
米
軍
普
天
間
飛

行
場
移
設
問
題
で
、
仲
井
真
弘
多
知
事

に
方
針
転
換
を
迫
っ
た
中
川
京
貴
県
議

（
自
民
、
中
頭
都
区
）
。
議
場
で
同
僚

議
員
の
援
護
射
撃
も
受
け
な
が
ら
「
今

は
名
護
市
も
ノ
ー
と
言
っ
て
い
る
。
自

民
党
県
連
も
変
わ
っ
た
」
と
ア
ピ
ー

ル
。
「
与
党
内
野
党
」
さ
な
が
ら
知
事

に
翻
意
を
求
め
、
「
県
外
・
国
外
移
設
」

の
意
見
書
案
を
可
決
し
よ
う
と
他
会
派

も
追
及
。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
乗
り
越

え
、
全
会
一
致
で
新
し
い
基
地
を
造
ら

せ
な
い
」
と
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。

裏
手
警
案
に
危
機
感
鮎
鍼
雛
関

山
？
「
普
天
買
毎
の
撃
黒
と
竜
問
讐
対
す
る
蒜
雲
が
あ

嚢
姦
し
汚
れ
は
、
県
内
の
全
て
れ
ば
琵
的
に
足
を
讐
一
人
。
肇

の
養
澤
に
高
を
苧
」
と
誓
納
竜
周
辺
の
住
民
を
筈
た
め
、
仲

桑
川
室
還
井
麦
姦
事
に
は
「
光
警
芸
に

（
自
民
、
中
漂
〓
毒
使
用
碧
を
慧
べ
き
だ
」
と
進

区
）
。
日
萎
保
言
し
て
い
る
。
住
民
目
撃
見
れ
ば
、

体
制
を
蓑
す
る
養
間
男
解
決
に
も
婆
幕
に
は

人
も
敵
に
回
す
案
頼
れ
な
い
？


